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2011 年 3 月 11 日に東北地方太平洋沖地震（Mw 9.0）（以下，東北地震）が発生し，甚大
な被害をもたらした．さらに，東北地震前に東北日本で 20 km より浅部においてスロー地














東北沖地震では，大きくはすべらないと考えられていた海溝軸付近で約 50 m に達する
大規模なすべりが発生し（例えば Fujiwara et al., 2011），この大きなすべりが巨大津波を引
き起こした．本研究では，太平洋プレート上の 2 種類の遠洋性堆積物（DSDP, Leg 56, Site 436, 
Core 38 and 40）を用いてこの巨大すべりを再現する高速摩擦実験をおこなった．用いた堆
積物は，2012 年東北地方太平洋沖地震調査掘削（JFAST）で報告された東北沖プレート境
界物質に類似しており，将来プレート境界を構成する物質であるといえる．実験は高知コ
































岩の粉砕物（断層模擬ガウジ）を用いて，25~200 MPa の有効圧，25~200 MPa の間隙水圧，








レート境界浅部の堆積岩，及び深部の藍閃石片岩の摩擦特性（上記 2 & 3）からプレート
境界全体を捉えると，低有効応力（高間隙水圧）条件下の摩擦特性分布を考えることによ
って，現在の東北日本前弧域で発生するスロー地震の分布をうまく説明できることがわか
った．  
